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第
４
０
０
回
定
例
市
議
会
は
、
９
月
５
日
か
ら
９
月
23
日
ま
で
の
19

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
案
、
条

例
の
改
正
、
物
品
売
買
契
約
の
締
結
、
人
事
案
件
な
ど
、
全
16
議
案
の

ほ
か
、
陳
情
４
件
、
議
員
提
出
の
市
会
案
１
件
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し

た
。
審
議
結
果
は
、
８
㌻
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計
の

決
算
議
案
に
つ
い
て
は
、
10
・
11
月
に
審
査
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

９月
定例市議会概要

一
般
会
計
補
正
予
算
を 

　
　
　
　
　
修
正
可
決

　

提
案
の
あ
っ
た
補
正
予
算

案
の
一
部
を
減
額
す
る
修
正

案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

結
果
、
１
億
１
６
８
９
万

円
の
増
額
と
な
り
、
予
算
の

累
計
額
が
１
８
０
億
７
８
９

８
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
補
正
の
内
容
は
、
下

表
の
と
お
り
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
で
は
、
平
成
30
年
に
予

定
の
制
度
改
正
に
伴
う
シ
ス

テ
ム
改
修
費
、
下
水
道
事
業

特
別
会
計
で
は
、
公
共
下
水

道
建
設
事
業
費
が
増
額
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
他
の
特
別
会

計
で
は
、
平
成
27
年
度
事
業

の
確
定
に
伴
う
余
剰
金
の
積

み
立
て
な
ど
が
主
な
内
容
で

す
。

補正のあった主な内容 補正額

★ セキュリティ対策として、庁内の通常業務とインターネット業務、また図書館のシステム業務と市ネットワークを分離するための経費 849万円

★ 中山間地域において施設園芸を導入する担い手に対する補助 584万円

★ うらら館のリニューアルオープンに向けた備品整備費や記念イベントなどの実施経費 1250万円

★ うらら館のリニューアルオープン後の管理運営経費 550万円

★ 県から指定管理を受けるスキー体験施設の管理運営経費 1178万円

★ 重点道の駅の指定管理予定者を選定するための経費 110万円

★ 現役世代交流促進事業の申請件数増加に伴う補助金の増額 200万円

★ 福井しあわせ元気国体のカヌーコースを整備する経費 800万円

★ 林道ミノ又線の地すべり状況調査・測量業務を実施するための経費 1030万円

うらら館のリニューアルオープンに向け、 
　　　　　　　　　備品整備や管理運営経費などを追加 

特
別
会
計
補
正
予
算

※予定のため変更になる場合があります。
※本会議の開会は、いずれも午前10時を予定していま
　すが、遅れる場合もあります。 

日程（案） 区分 審議等の内容

11月28日 月 本会議
決算特別委員長報告、質疑、討論、
採決
議案上程、提案理由説明

12月５日 月 本会議 一般質問
　　６日 火 本会議 一般質問、請願・陳情上程
　　７日 水 委員会 10:00　産経建設常任委員会
　　８日 木 委員会 10:00　民生環境常任委員会
　　９日 金 委員会 10:00　総務文教常任委員会

　　12日 月 委員会
10:00　中部縦貫自動車道等幹線
　　　　道路整備促進特別委員会
13:00　人口減少・若者定住対策
　　　　特別委員会

　　14日 水 本会議 各委員長報告、質疑・討論・採決

●市議会を傍聴しましょう 
　本会議は、どなたでも傍聴することができます。傍
聴を希望される方は、議会事務局（３階）で受け付け
を済ませてから、傍聴席（Ｒ階）にお入りください。
　なお、９月定例会の傍聴者数は、本会議４日間で58
人でした。
　次回、12月定例会の予定は次のとおりです。
　皆さまのお越しをお待ちしております。

新
任
）
を
推
薦
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

　

農
業
用
機
械
や
ス
キ
ー
場

の
圧
雪
車
な
ど
、
道
路
を
走

行
し
な
い
機
械
等
の
燃
料
と

な
る
軽
油
に
か
か
る
軽
油
引

取
税
の
免
除
制
度
の
適
用
期

限
が
平
成
30
年
３
月
ま
で
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
制
度
の

廃
止
は
本
市
の
地
域
経
済
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、継

続
を
求
め
る
意
見
書
を
政
府

関
係
機
関
へ
提
出
し
ま
し
た
。

▼
副
市
長
の
選
任  

　

田
中
雄
一
郎
氏
（
泉
町
）

を
副
市
長
に
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。 

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

洞
口
幸
夫
氏
（
友
江
・
再

任
）
と
關　

園
子
氏
（
御
給
・

新
任
）
を
任
命
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

▼
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦

　

井
川
鋭
子
氏
（
小
矢
戸
・

人
事
案
件

意
見
書

公
共
下
水
道
条
例
の
改
正  

　

月
の
中
途
で
公
共
下
水
道

の
使
用
を
開
始
、
休
止
、
廃

止
等
し
た
と
き
に
、
そ
の
月

の
排
除
汚
水
量
が
基
本
料
金

に
含
ま
れ
る
量（
10
立
方
㍍
）

の
２
分
の
１
以
下
の
場
合
、

そ
の
月
の
基
本
料
金
を
２
分

の
１
の
額
と
す
る
改
正
が
な

さ
れ
ま
し
た
。 

除
雪
車
の
更
新 

　

ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
１
台
と

装
備
品
一
式
を
購
入
す
る
契

約
を
認
め
ま
し
た
。

　

契
約
額
は
、
３
１
８
５
万

円
で
す
。
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な
く
な
る
。
ま
た
、
元
利
償

還
金
の
７
割
が
交
付
税
措
置

さ
れ
る
合
併
特
例
債
と
い
え

ど
も
借
金
は
借
金
、
約
３
分

の
１
は
市
負
担
と
な
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、
財
政

運
営
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

　
　

道
の
駅
、
文
化
会
館
の

改
築
な
ど
精
力
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
大
き
な
財
政
需
要

に
関
し
て
は
、
国
県
な
ど
の

交
付
金
や
補
助
金
、
有
利
な

起
債
な
ど
を
有
効
に
活
用
し
、

ま
た
財
源
を
工
夫
し
、
健
全

財
政
の
維
持
に
努
め
て
い
く
。

し
て
も
資
格
取
得
を
促
し
た

い
。

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
額
に
対

し
返
礼
品
に
か
か
る
経
費
は
。

　
　

返
礼
品
の
経
費
も
含
め

た
支
出
額
の
合
計
は
寄
付
額

の
約
６
割
で
、
差
し
引
き
約

４
割
が
市
の
収
入
と
な
る
。

本
年
度
は
返
礼
品
の
送
付
枠

を
広
げ
、
商
品
の
種
類
を
増

や
し
た
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
ふ
る
さ
と
納
税
の
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
を
９
月
１
日
に
公

開
し
た
と
こ
ろ
、
１
週
間
で

60
件
、
２
１
０
万
円
の
寄
付

が
あ
り
、
本
年
度
の
寄
付
額

は
昨
年
の
同
時
期
よ
り
、
件

数
で
約
１
・
７
倍
、
金
額
で

約
２
倍
で
あ
る
。

　
　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
の
活
用
方
針
と
、
ど
の

よ
う
な
事
業
に
充
て
る
の
か
。

　
　

対
象
事
業
に
つ
い
て
は
、

他
の
補
助
事
業
と
の
調
整
な

ど
か
ら
現
在
は
定
ま
っ
て
い

な
い
が
、
企
業
が
事
業
の
趣

旨
と
内
容
に
賛
同
で
き
、
ま

た
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
事
業

へ
の
活
用
を
検
討
し
た
い
。 

　
　

財
政
に
つ
い
て
広
報
等

で
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
市

民
か
ら
は
分
か
り
づ
ら
い
と

言
わ
れ
て
い
る
。
工
夫
し
て

い
る
こ
と
は
。

　
　
「
大
野
市
の
家
計
簿
は
」

と
か
、
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

　
　

建
設
事
業
費
が
増
え
る

と
、
維
持
管
理
費
も
か
さ
む

が
、ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

公
共
施
設
再
編
に
よ
り

管
理
経
費
を
削
減
し
た
り
、

指
定
管
理
に
よ
る
民
間
手
法

の
活
用
に
よ
り
経
費
の
削
減

に
努
め
て
い
る
。

　
　

総
務
省
公
表
の
類
似
団

体
カ
ー
ド
で
本
市
の
維
持
管

理
費
は
類
似
団
体
よ
り
２
倍

以
上
多
い
。
箱
物
が
多
い
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
の
か
。

　
　

大
野
市
の
よ
う
に
広
い

市
域
を
持
っ
て
い
る
と
致
し

方
な
い
の
か
と
思
う
。

　
　

合
併
か
ら
10
年
、
起
債

の
繰
上
償
還
は
し
た
か
。

　
　

一
度
し
た
。

　
　

今
後
、
合
併
算
定
替
が

　
　

自
主
防
災
組
織
の
現
状

と
普
通
救
命
講
習
受
講
率
は
。

　
　

自
主
防
災
組
織
は
本
年

４
月
１
日
現
在
、
全
２
１
２

行
政
区
中
、
１
９
８
行
政
区

で
１
６
９
組
織
が
結
成
さ
れ
、

結
成
率
は
93
・
４
㌫
。
ま
た
、

普
通
救
命
講
習
受
講
率
は
、

平
成
27
年
度
末
で
21
㌫
、
本

年
度
は
８
月
末
現
在
で
23
㌫
。

今
後
と
も
未
結
成
地
域
へ
の

結
成
依
頼
と
育
成
活
動
に
対

す
る
支
援
や
防
災
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
な
ど
に
努
め
た
い
。

　
　

防
災
士
の
資
格
取
得
の

現
状
は
。

　
　

資
格
取
得
者
数
は
、
平

成
28
年
４
月
１
日
現
在
で
男

性
35
人
、
女
性
４
人
。
こ
れ

ま
で
、
防
災
士
の
養
成
に
必

要
な
研
修
等
の
費
用
に
対
し
、

約
５
万
円
の
自
己
負
担
が
必

要
で
あ
っ
た
が
、
昨
年
度
か

ら
県
の
事
業
を
活
用
す
れ
ば

自
己
負
担
は
８
０
０
０
円
と

な
る
こ
と
か
ら
、
各
自
主
防

災
組
織
へ
周
知
す
る
と
も
に
、

広
報
お
お
の
等
に
も
掲
載
を

予
定
し
て
お
り
、
職
員
に
対

自主防災組織の現状は

198行政区で、結成率は93.4％ 

一
般
質
問

問

問答

問 答

答

創
生
お
お
の

　
　
梅う

め

林ば
や
し

　
厚あ

つ

子こ

　
議
員

立
志
会

　
　
堀ほ

り

田た

　
昭し

ょ
う
い
ち一

　
議
員

答

問

答

答

問

問

ハード事業が目白押しだが、
　　　　　　　　市の財政は大丈夫か

財政構造は厳しい状況にある 

問答問答問答
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人
口
減
少
対
策
と
し
て

取
り
組
む
「
大
野
へ
か
え
ろ

う
」事
業
の
今
後
の
展
開
は
。

　
　

高
校
生
な
ど
に
対
し
て
、

大
野
の
魅
力
を
訴
え
掛
け
る

と
い
う
主
目
的
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
ま
ち
全
体
と
し
て

結
の
故
郷
越
前
お
お
の
に
対

す
る
自
信
と
誇
り
を
、
よ
り

強
く
持
て
る
よ
う
一
般
市
民

を
幅
広
く
巻
き
込
む
よ
う
な

企
画
と
し
て
、
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

　
　

若
者
た
ち
の
主
権
者
と

し
て
の
自
覚
、
そ
し
て
政
治

へ
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

　
　

将
来
を
担
う
若
者
の
声

が
政
治
に
反
映
さ
れ
る
た
め

に
も
、
若
年
層
世
代
に
政
治

に
つ
い
て
少
し
で
も
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

若
者
た
ち
の
政
治
に
対

す
る
関
心
度
は
、
内
閣
府
の

調
査
に
よ
る
と
「
あ
る
程
度

関
心
が
あ
る
」
と
い
う
方
が

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
た
。
ま
た
、
広
報
お
お

の
10
月
号
で
、
計
画
案
の
概

要
、
住
民
説
明
会
の
開
催
及

び
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

実
施
に
つ
い
て
掲
載
す
る
。

さ
ら
に
、
10
月
に
は
地
区
説

明
会
を
開
催
す
る
。

　
　

小
中
学
校
が
な
く
な
る

こ
と
で
衰
退
し
て
い
く
地
域

の
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
の

か
。

　
　

学
校
行
事
と
し
て
、
ま

た
公
民
館
活
動
と
し
て
、
地

域
活
動
に
児
童
・
生
徒
が
進

ん
で
参
加
で
き
る
方
策
を
考

え
た
い
。

　
　

小
中
学
校
再
編
計
画
を

平
成
29
年
１
月
を
目
標
に
策

定
し
た
い
と
し
て
い
る
が
、

１
月
に
こ
だ
わ
る
べ
き
で
は

な
い
。
説
明
会
で
理
解
が
得

ら
れ
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

理
解
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
丁
寧
に
し
っ
か
り
説
明

し
て
い
く
。
今
後
の
対
応
や

課
題
も
あ
り
、
１
月
に
は
策

定
し
た
い
。

50
・
１
㌫
、「
若
者
が
対
象
と

な
る
施
策
、制
度
に
つ
い
て
、

若
者
の
意
見
を
聞
く
よ
う
に

す
べ
き
」
と
い
う
方
が
67
・

７
㌫
で
あ
り
、
本
来
は
政
治

に
対
し
て
興
味
が
あ
る
と
い

う
結
果
で
あ
る
。

　

若
者
が
大
野
市
政
に
対
し

て
今
以
上
に
興
味
を
持
つ
た

め
の
考
え
は
あ
る
か
。

　
　

若
年
期
に
お
け
る
投
票

の
有
無
は
、
そ
の
後
の
年
齢

層
に
お
い
て
の
投
票
に
影
響

を
及
ぼ
す
も
の
と
い
わ
れ
て

お
り
、
今
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
、
子

ど
も
に
も
市
報
を
見
て
も
ら

え
る
仕
組
作
り
を
行
う
こ
と

や
、
平
成
30
年
に
開
催
さ
れ

る
国
体
と
い
っ
た
大
野
を
盛

り
上
げ
る
行
事
に
興
味
を

も
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
細
か

な
情
報
発
信
を
通
じ
て
、
少

し
で
も
政
治
、
国
政
、
そ
れ

か
ら
大
野
市
政
に
興
味
を
持

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
き
た
い
。 

　
　

説
明
会
が
10
カ
所
は
少

な
く
な
い
か
。
も
っ
と
き
め

細
か
く
開
催
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　

多
く
の
市
民
が
参
加
で

き
る
よ
う
大
き
な
会
場
を
用

意
し
、丁
寧
に
説
明
し
た
い
。

都
合
の
つ
く
会
場
に
来
て
い

た
だ
く
こ
と
や
、
複
数
回
参

加
し
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き

る
。

　
　

学
校
再
編
に
係
る
学
校

教
育
審
議
会
等
の
会
議
録
を

公
表
し
、
市
民
議
論
の
材
料

と
し
て
提
供
す
べ
き
だ
。
素

案
・
計
画
案
が
公
表
さ
れ
て

い
る
の
で
、
非
公
開
条
項
に

あ
た
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

情
報
公
開
請
求
者
に
し
か
公

開
し
て
い
な
い
の
は
問
題
で

あ
り
、
市
民
に
公
開
す
る
こ

と
に
支
障
は
な
い
の
で
は
。

　
　

学
校
教
育
審
議
会
会
議

録
は
、
情
報
公
開
条
例
に
定

め
る
非
公
開
条
項
に
該
当
す

る
。

　
　

再
編
計
画
案
の
市
民
へ

の
周
知
方
法
は
。

　
　

マ
ス
コ
ミ
に
公
表
し
、

小中学校再編計画（案）を
　　　　　　全世帯に配布する考えは

若者たちによる本市の課題や政策などを
議論する場を設けては

立
志
会

　
　
葊ひ

ろ

田た

　
憲か

ず

徳の
り

　
議
員

マスコミに公表し、また広報おおのや
　　　　ホームページに掲載して、周知を図る 

将来の大野を支えていく若者の声を政策に反映させることは、
地域の持続可能性の確保からも重要

問答

問

一
般
質
問

答答

日
本
共
産
党
大
野
市
議
団

　
　
野の

村む
ら

　
勝ま

さ

人と

　
議
員

問

答

答

問

答

問

問 答

答

問

問
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学
校
と
地
域
づ
く
り
は

引
き
離
し
て
は
考
え
ら
れ
な

い
と
思
う
が
、
時
代
の
変
遷

と
い
う
現
実
が
あ
る
。

　
　

こ
の
再
編
計
画
案
は
市

長
の
思
い
そ
の
も
の
だ
と
理

解
し
て
よ
い
か
。

　
　

そ
う
思
わ
れ
る
な
ら
、

思
っ
て
も
ら
っ
て
も
よ
い
が
、

教
育
委
員
会
か
ら
協
議
、
調

整
が
入
り
、
こ
の
計
画
で
進

め
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

た
め
、
理
解
す
る
旨
返
事
を

し
た
。

　
　

さ
ま
ざ
ま
な
公
共
施
設

の
財
産
を
ど
の
よ
う
に
活
用

し
て
い
く
の
か
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。
既
存
学
校
施

設
を
壊
す
こ
と
は
決
ま
っ
て

い
る
の
か
。

　
　

今
あ
る
学
校
を
活
用
す

る
考
え
方
は
あ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
耐
用
年
数
の
関
係

で
新
築
が
安
心
・
安
全
で
あ

る
。
新
築
校
舎
は
来
年
度
中

に
小
中
学
校
再
編
整
備
基
本

構
想
で
方
向
性
を
決
め
る
が
、

建
設
場
所
に
つ
い
て
は
未
定
。

５
施
設
を
除
く
59
施
設
の
う

ち
、
完
了
し
た
施
設
が
25
施

設
、
進
行
中
の
施
設
が
33
施

設
と
な
っ
て
お
り
、
未
着
手

の
１
施
設
を
除
き
、
計
画
ど

お
り
に
進
捗
し
て
い
る
も
の

と
受
け
止
め
て
い
る
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
イ
ン

フ
ラ
施
設
を
含
む
市
が
保
有

す
る
全
て
の
公
共
施
設
を
、

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
管
理

す
る
た
め
の
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
を
本
年
度
内
に

策
定
す
る
と
と
も
に
、
社
会

情
勢
の
変
化
や
公
共
施
設
再

編
計
画
策
定
以
降
の
新
た
な

個
別
計
画
と
の
調
整
や
地
方

創
生
を
加
速
さ
せ
る
た
め
の

視
点
も
加
え
、
必
要
な
見
直

し
を
図
り
な
が
ら
公
共
施
設

再
編
計
画
を
着
実
に
進
め
て

い
く
。 

　
　

市
長
は
、
総
合
教
育
会

議
の
座
長
と
し
て
、
中
学
校

１
校
、
小
学
校
２
校
、
新
築

と
す
る
計
画
案
を
出
し
た
が
、

ど
の
よ
う
な
教
育
の
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
で
、
こ
の
計
画
案
を

出
し
た
の
か
。

　
　

小
中
学
校
等
の
適
正
規

模
化
を
図
る
た
め
再
編
を
進

め
る
こ
と
と
し
、
本
年
度
中

の
再
編
計
画
の
策
定
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
　

学
校
新
築
が
財
政
に
及

ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
、
実
質

公
債
費
比
率
や
将
来
負
担
比

率
の
観
点
で
説
明
を
求
め
る
。

　
　

学
校
新
築
に
係
る
財
源

手
当
て
の
方
策
は
検
討
途
上

で
あ
り
、
具
体
的
な
実
質
公

債
費
比
率
等
の
数
値
は
言
え

な
い
が
、
各
種
補
助
金
の
確

保
、
積
み
立
て
た
基
金
の
繰

り
入
れ
、
有
利
な
地
方
債
の

借
り
入
れ
な
ど
、
財
政
面
へ

の
負
担
が
極
力
少
な
く
な
る

よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

学
校
と
地
域
は
別
に
考

え
る
と
す
る
け
れ
ど
も
、
こ

れ
は
間
違
い
で
は
な
い
か
。

　
　

公
共
施
設
再
編
計
画
に

つ
い
て
、
現
在
ま
で
の
進
捗

（
し
ん
ち
ょ
く
）状
況
と
こ
れ

か
ら
の
市
と
し
て
の
方
針
は
。

　
　

公
共
施
設
再
編
計
画
は
、

人
口
減
少
、
少
子
化
・
高
齢

化
の
進
行
な
ど
に
よ
る
社
会

情
勢
の
変
化
や
、
施
設
の
老

朽
化
に
伴
う
改
修
経
費
の
増

大
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
に
、

公
共
施
設
の
適
正
管
理
や
適

正
配
置
に
向
け
、
平
成
25
年

度
か
ら
10
年
間
を
計
画
期
間

と
し
て
、
施
設
ご
と
に
今
後

の
方
向
性
と
そ
の
工
程
を
定

め
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
平
成
27
年
に
第

七
次
大
野
市
行
政
改
革
大
綱

を
策
定
し
、こ
れ
に
基
づ
き
、

計
画
の
着
実
な
推
進
に
向
け

て
、
全
庁
体
制
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
積

極
的
な
公
共
施
設
の
再
編
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

計
画
全
体
の
取
組
状
況
は
、

本
年
３
月
末
時
点
で
、
方
向

性
を
現
状
維
持
と
し
た
２
７

市長は、どのような教育の長期ビジョンで、
この再編計画（案）を進めるのか

公共施設再編計画の進捗状況と、
　　　　　　　　　これからの方針は 

適正規模化を図るため、
　　　　本年度中に再編計画の策定に取り組む 

必要な見直しを図りながら進めていく 

一
般
質
問

問

問答

答

創
生
お
お
の

　
　
松ま

つ

田た

　
元も

と

栄え

　
議
員

新
生
お
お
の

　
　
山や

ま

崎ざ
き

　
利と

し

昭あ
き

　
議
員

答

答

問問

答 問答 問
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こ
れ
ま
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定

が
農
業
分
野
に
及
ぼ
す
影
響

を
質
問
し
て
き
た
が
、
農
業

分
野
だ
け
で
な
く
、
政
治
、

経
済
、
暮
ら
し
、
文
化
に
ま

で
及
び
影
響
す
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。

　

例
え
ば
、
日
本
の
医
療
保

険
は
、有
効
性
、安
全
性
、普

及
性
の
３
条
件
に
よ
っ
て
、

薬
剤
や
治
療
法
を
保
険
に
採

用
し
て
、
医
療
の
質
を
担
保

し
て
き
た
と
の
こ
と
。
保
険

に
採
用
さ
れ
て
い
な
い
自
由

診
療
は
、
医
療
費
の
全
額
が

自
己
負
担
と
な
り
、
保
険
診

療
と
の
併
用
は
認
め
ら
れ
て

い
な
い
。
こ
の
体
制
が
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
協
定
の
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
に

よ
っ
て
崩
壊
す
る
危
険
性
が

あ
る
。こ
の
と
き
に
あ
た
り
、

地
方
自
治
法
の
第
１
条
に
い

う
地
方
自
治
権
の
機
能
を
発

揮
す
る
こ
と
が
大
切
で
は
な

い
か
。

　
　

今
後
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
の

承
認
案
と
関
連
法
案
の
審
議

に
つ
い
て
は
、
本
市
と
し
て

国
の
動
向
を
注
視
し
、
引
き

続
き
国
民
へ
の
情
報
開
示
と

　
　

指
定
管
理
者
制
度
の
運

用
理
念
は
。

　
　

民
間
の
能
力
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
、
管
理
経
費
の
削
減

を
図
る
こ
と
。

　
　

指
定
管
理
者
制
度
の
現

状
と
運
営
管
理
状
況
は
。

　
　

指
定
管
理
者
が
管
理
を

行
う
施
設
は
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
15
施
設
、
観
光
６
施

設
、
ス
ポ
ー
ツ
・
福
祉
等
６

施
設
、
基
盤
30
施
設
あ
り
、

指
定
管
理
期
間
中
は
、
四
半

期
ご
と
に
事
業
報
告
書
の
提

出
を
求
め
、
適
正
な
運
営
が

行
わ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す

る
と
と
も
に
、
随
時
、
管
理

施
設
に
立
ち
入
り
、
必
要
に

応
じ
て
改
善
を
指
示
し
て
い

る
。

　
　

指
定
管
理
施
設
の
業
績

と
市
と
し
て
の
成
果
は
。

　
　

直
近
３
年
で
比
較
す
る

と
、入
り
込
み
数
は
増
加
し
、

有
効
な
利
用
が
図
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
指
定
管
理
料
も

減
少
し
、
管
理
経
費
の
削
減

も
図
ら
れ
て
い
る
。

丁
寧
な
説
明
を
願
う
と
と
も

に
、
批
准
に
あ
た
っ
て
は
、

各
分
野
に
お
い
て
、
影
響
が

最
小
限
と
な
る
よ
う
万
全
の

措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
こ
と
を

期
待
す
る
。

　
　

答
弁
で
は
そ
の
よ
う
な

答
弁
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
う

が
、
地
方
自
治
権
の
位
置
付

け
が
大
切
で
は
な
い
か
。

　
　

議
員
の
指
摘
の
と
お
り
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
大
部
に
わ
た
る
も

の
で
、
影
響
は
世
の
中
の
あ

ら
ゆ
る
範
囲
に
及
ぶ
こ
と
は
、

そ
の
と
お
り
だ
と
思
う
。
行

政
と
し
て
ど
う
す
る
か
と
い

う
こ
と
だ
が
、
行
政
は
法
律

に
基
づ
い
た
業
務
の
執
行
で

あ
り
、
そ
の
法
律
を
ど
う
す

る
か
の
第
一
義
は
国
に
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
政
府
に
対
し
情
報

の
開
示
を
求
め
る
こ
と
は
、

そ
の
時
々
の
新
し
い
情
報
を

把
握
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
具
体
的
な
ア
ク
シ

ョ
ン
も
心
に
留
め
な
が
ら
、

段
階
が
至
れ
ば
対
応
で
き
る

よ
う
行
政
を
進
め
る
こ
と
か

と
思
う
。

　
　

３
期
目
を
折
り
返
し
た

市
長
の
、
越
前
お
お
の
元
気

プ
ラ
ン
に
基
づ
く
施
策
の
成

果
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　

幹
線
道
路
の
整
備
促
進
、

亀
山
周
辺
の
整
備
、
防
災
拠

点
エ
リ
ア
の
整
備
、
地
下
水

保
全
対
策
や
湧
水
文
化
の
再

生
、
水
利
権
の
取
得
、
中
心

市
街
地
の
活
性
化
、
越
前
大

野
型
農
業
の
推
進
、
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
所
の
誘
致
な
ど
に

取
り
組
み
、
さ
ら
に
教
育
理

念
を
策
定
し
、
大
野
人
の
育

成
を
図
る
と
と
も
に
結
の
心

を
守
り
、
後
世
に
伝
え
る
結

の
故
郷
づ
く
り
の
推
進
や
結

の
故
郷
教
育
推
進
計
画
の
策

定
、
ま
た
市
民
総
参
加
型
の

市
政
を
推
進
し
て
き
た
。

　

昨
年
度
に
は
、
第
五
次
大

野
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、
総
合

戦
略
を
整
合
性
を
も
た
せ
策

定
し
、
人
口
減
少
対
策
を
進

め
て
い
る
。
現
時
点
に
お
い

て
、
元
気
な
大
野
の
実
現
に

向
け
、
着
実
に
前
進
で
き
た

も
の
と
考
え
て
い
る
。

越前おおのは元気になったか 

ＴＰＰの批准が
　　　　地方自治体に与える影響は 

日
本
共
産
党
大
野
市
議
団

　
　
榮さ

か
え

　
　
正ま

さ

夫お

　
議
員

元気な大野の実現に向け、着実に前進

農林水産分野におけるＴＰＰ対策に関する
　　　　　　　重点提言を全国市長会で決議

問答

問

一
般
質
問

答

創
生
お
お
の

　
　
髙た

か

田だ

　
育や

す

昌ま
さ

　
議
員

答答 問

答 問

問 答問
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業
費
と
用
地
費
は
、
約
30
億

円
。
維
持
管
理
経
費
（
人
件

費
や
光
熱
水
費
な
ど
）
は
、

年
間
約
１
億
９
０
０
０
万
円

を
想
定
。
営
業
時
間
内
の
訪

問
台
数
は
、
１
日
当
た
り
約

７
５
０
台
。
年
間
予
想
来
場

者
数
は
約
80
万
人
、
道
の
駅

で
の
客
単
価
は
６
２
０
円
を

見
込
み
、
本
道
の
駅
で
の
売

り
上
げ
は
５
億
円
以
上
を
目

標
と
し
て
い
る
。
な
お
道
の

駅
か
ら
市
内
へ
の
回
遊
を
加

味
す
れ
ば
、
そ
の
利
用
者
全

体
で
の
年
間
の
予
想
売
上
高

は
約
７
億
円
に
な
る
と
見
込

ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
雇
用
者
数
は
指
定

管
理
予
定
者
の
考
え
に
も
よ

る
が
、
市
と
し
て
は
約
80
人

の
雇
用
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　
　

住
民
説
明
会
は
、
ご
意

見
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
検

討
し
、
参
考
に
な
る
も
の
は

参
考
に
し
、
よ
り
良
い
学
校

再
編
計
画
に
す
る
と
い
う
ス

タ
ン
ス
で
な
け
れ
ば
、
意
見

を
述
べ
る
側
の
方
も
述
べ
る

気
に
も
な
ら
な
い
。
そ
も
そ

も
そ
の
説
明
会
に
行
っ
て
も

意
味
が
な
い
の
で
は
と
い
う

こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
良

い
も
の
は
良
い
も
の
と
し
て

取
り
入
れ
る
と
い
う
ス
タ
ン

ス
が
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
が
、

こ
れ
か
ら
改
善
し
て
い
く
の

か
。

　
　

説
明
会
の
中
で
、
疑
問

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
再
度

説
明
会
を
開
催
し
真
摯
（
し

ん
し
）
に
丁
寧
に
対
応
さ
せ

て
い
た
だ
く
。
そ
し
て
、
い

ろ
い
ろ
な
提
案
等
い
た
だ
い

た
こ
と
に
つ
い
て
、
十
分
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　

重
点
道
の
駅
「（
仮
称
）

結
の
故
郷
」
の
事
業
費
、
維

持
管
理
経
費
、
予
想
来
場
客

数
、売
上
規
模
、一
人
当
た
り

の
客
単
価
、雇
用
者
数
等
は
。

　
　

設
計
、
建
設
な
ど
の
事

一方通行の学校再編計画（案）の説明会
になるのか 

提案等について、十分検討させていただく

一
般
質
問

問

創
生
お
お
の

　
　
兼か

ね

井い

　
　
大ま

さ
る

　
議
員

答答 問

Ｑ
Ａ

一般質問
▼ ▼ ▼ ▼

とは
市政全般における諸問題について、市長の考
えを問う質問をいいます。

議案
▼ ▼

とは
議会の議決を要する案件のことです。議案に
は市長が提出するもの、議員が提出するもの、

そして委員会が提出するものがあります。条例を設
け又は改正・廃止すること、予算を定めること、決
算を認定することのほかに意見書・決議などがあり
ます。

Ｑ
Ａ

討論
▼ ▼

とは	
議案などについて、賛成・反対の意見を
たたかわすことをいいます。通常は賛成

と反対を交互に行いますが、いずれか一方の場
合もあります。

採決
▼ ▼

とは	
議長が議案に対する賛否を議員に問い、
可決や否決など、議会の態度を決定する

行為をいいます。

Ｑ
Ａ

請願
▼ ▼

・陳情
▼ ▼

とは	
市民の皆さんが希望を議会に願い出るも
ので、文書により提出していただくこと

になります。請願の場合は議員の紹介（１人以
上）が必要です。

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

意見書
▼ ▼ ▼

とは
市民の皆さんの生活に直接関わることでも、
国や県などの仕事の場合は、市だけでは解決

できません。そのようなことに関して、議会の意思
を意見としてまとめたものをいいます。意見書は地
方自治法に基づき、国や県などに提出します。

Ｑ
Ａ

議会用語の Q&A 議会で使われる言葉は、生活の中では馴染みの
薄いものが数多くあります。今回、皆さんに議
会でのやりとりをより分かっていただくために、
一部の用語解説をいたします。 
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平成28年９月第400回定例会　議案等の審議結果及び各議員表決

※議案第54号については、修正案が賛成多数で可決され、修正案を除く部分が全会一致で可決されました。結果、修正可決
となりました。

議員名（議席番号順）

議案番号・議案名等

議
決
結
果

堀
田
昭
一

野
村
勝
人

葊
田
憲
徳

髙
田
育
昌

山
崎
利
昭

松
田
元
栄

永
田
正
幸

梅
林
厚
子

川
端
義
秀

宮
澤
秀
樹

藤
堂
勝
義

松
原
啓
治

髙
岡
和
行

島
口
敏
榮

兼
井　

大

畑
中
章
男

砂
子
三
郎

榮　

正
夫

市
　
長
　
提
　
出
　
議
　
案

（54） 平成28年度大野市一般会計補正予算（第２号）案
の修正案 可決 ○ 退 ○ × ○ × × × 〇 ○ ○ ○ ／ ○ × × ○ 退

54 修正部分を除く平成28年度大野市一般会計補正予
算（第２号）案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○

55 平成28年度大野市国民健康保険事業特別会計補正
予算（第１号）案 可決 ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ 退

56 平成28年度大野市介護保険事業特別会計補正予算
（第１号）案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○

57 平成28年度大野市簡易水道事業特別会計補正予算
（第１号）案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○

58 平成28年度大野市農業集落排水事業特別会計補正
予算（第１号）案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○

59 平成28年度大野市下水道事業特別会計補正予算
（第１号）案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○

60 大野市農林業施設新設、改良及び災害復旧事業分
担金徴収条例の一部を改正する条例案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○

61 大野市公共下水道条例の一部を改正する条例案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○

62 市道路線の認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○

63 除雪車更新事業物品売買契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○

64 平成27年度大野市歳入歳出決算認定について 継続
審査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○

65 平成27年度大野市水道事業会計の決算認定につい
て

継続
審査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○

66 副市長の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ×

67 教育委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○

68 教育委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○

69 人権擁護委員候補者の推薦について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○
市
会
案

１ 免税軽油制度の継続を求める意見書案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○

陳
　
　
　
情

３
地方財政の充実・強化を求める意見書採択について 趣旨

採択 趣 趣 趣 趣 趣 趣 趣 趣 趣 趣 趣 趣 ／ 趣 趣 趣 趣 趣
陳情者：自治労福井県本部　執行委員長　橋岡克典

４
免税軽油制度の継続を求める陳情書

採択 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 ／ 賛 賛 賛 賛 賛陳情者：森山観光株式会社　代表取締役　三輪欣
也ほか１名

５

県民の利便性を最優先に、特急「サンダーバード」
　「しらさぎ」の存続を求める意見書採択のための
陳情 継続

審査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○
陳情者：北陸新幹線福井延伸と在来線を考える会
松原信也

６
臨時国会でＴＰＰ協定を批准しないことを求める
陳情書 趣旨

採択 趣 趣 趣 趣 趣 趣 趣 趣 趣 趣 趣 趣 ／ 趣 趣 趣 趣 趣
陳情者：福井県農民連　会長　玉村正夫

　（議長（髙岡和行氏）は採決に加わらないので「／」、退場は「退」と表示。） 
議案に賛成○、反対×。継続審査に賛成○、反対×。
陳情の願意に賛成「賛」、願意の趣旨又は一部に賛成「趣」、願意を否とする場合「否」 



9

　
　

現
役
世
代
交
流
促
進
事

業
を
活
用
し
て
開
催
さ
れ
る

同
窓
会
で
募
金
を
実
施
で
き

な
い
か
。

　
　

市
民
に
制
度
を
周
知
し

自
主
的
な
募
金
活
動
が
活
発

化
す
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。

ま
た
、
同
窓
会
で
の
募
金
の

件
も
検
討
し
、
多
く
の
募
金

が
集
ま
る
よ
う
努
め
た
い
。

一
般
県
道
大
野
皿
谷
線
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

進
捗 

　
　

国
道
１
５
７
号
大
野
バ

イ
パ
ス
が
９
月
末
に
全
線
供

用
開
始
す
る
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
本
バ
イ
パ
ス
か
ら
市

街
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の

一
つ
と
な
る
大
野
皿
谷
線
の

進
捗
状
況
は
。

　
　

県
に
お
い
て
事
業
化
へ

向
け
、
交
通
量
予
測
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

六
呂
師
地
区
の
活
性
化 

　
　

県
が
整
備
す
る
六
呂
師

地
区
体
験
施
設
は
、
近
年
、

雪
が
少
な
い
状
況
の
中
で
収

益
が
見
込
め
る
の
か
。 

　
　

８
月
末
現
在
の
相
談
件

数
は
１
４
０
件
と
な
っ
て
い

る
。
相
談
内
容
は
、
保
険
料

や
医
療
費
の
還
付
金
手
続
き

と
称
し
、
現
金
を
だ
ま
し
取

る
「
還
付
金
詐
欺
」
に
対
す

る
相
談
が
多
か
っ
た
。

　
　

被
害
の
未
然
防
止
策
と

し
て
、
消
費
者
教
育
の
推
進

や
消
費
生
活
相
談
員
の
資
質

の
向
上
は
不
可
欠
だ
と
思
う

が
ど
う
か
。

　
　

高
齢
者
団
体
等
を
対
象

と
し
た
消
費
者
教
育
の
実
施

に
加
え
、
市
内
高
校
生
を
対

象
に
消
費
者
教
室
を
開
催
す

る
。

　

消
費
生
活
相
談
員
に
つ
い

て
は
、
多
様
化
、
複
雑
化
す

る
相
談
に
適
切
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
研
修
経
費
を
補
正

予
算
に
計
上
し
て
い
る
。

婚
活
力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業 

　
　

今
後
の
事
業
予
定
は
。

　
　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
ヘ
ア

メ
イ
ク
ア
ッ
プ
な
ど
実
践
型

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
。

　

ま
た
、
10
月
末
に
は
市
内

の
男
性
と
関
西
在
住
の
女
性

と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
。

　
　

市
町
が
個
別
に
運
営
し

て
い
た
も
の
が
、
平
成
30
年

度
か
ら
県
が
財
政
運
営
の
責

任
主
体
と
な
る
。

　
　

市
町
の
役
割
は
ど
う
な

る
か
。

　
　

財
政
運
営
の
面
で
は
、

県
は
県
全
体
の
医
療
給
付
費

を
見
込
み
、
市
町
ご
と
の
国

保
事
業
費
納
付
金
を
決
定
す

る
。
市
町
は
、
決
定
さ
れ
た

納
付
金
に
つ
い
て
保
険
料
を

財
源
に
県
へ
支
払
う
。ま
た
、

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
県
は

市
町
ご
と
の
標
準
保
険
料
を

算
定
し
、
市
町
は
そ
れ
を
参

考
に
保
険
料
を
決
定
し
、
賦

課
・
徴
収
を
行
う
。

　
　

県
や
他
市
町
と
の
協
議

体
制
は
。

　
　

今
年
５
月
に
、
県
と
市

町
と
で
国
保
運
営
方
針
連
絡

会
議
を
開
催
し
た
。
現
在
、

納
付
金
や
標
準
保
険
料
の
算

定
ル
ー
ル
等
に
つ
い
て
協
議

を
進
め
て
い
る
。
来
年
10
月

ご
ろ
に
は
、
県
内
の
統
一
的

方
針
と
な
る
国
保
運
営
方
針

を
決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

消
費
者
相
談
業
務 

　
　

こ
れ
ま
で
の
消
費
者
相

談
件
数
や
相
談
内
容
は
。

▼
産
経
建
設

　（
松
原
委
員
長
、川
端
副
委
員
長

　
榮
、
藤
堂
、
梅
林
、
永
田
）

キ
ャ
リ
ン
グ
ウ
ォ
ー
タ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
Ｃ
Ｗ
Ｐ
）

 

で
の

　
　
　
　
　
　
　

募
金
活
動 

　
　

Ｃ
Ｗ
Ｐ
の
募
金
が
目
標

額
に
達
す
る
た
め
、
何
か
工

夫
し
て
い
る
点
は
あ
る
か
。 

　
　

お
お
の
城
ま
つ
り
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
ブ
ー
ス

を
設
置
し
、
Ｐ
Ｒ
活
動
と
募

金
活
動
を
実
施
し
た
。ま
た
、

市
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
を

決
め
て
、
市
内
の
公
共
施
設

や
事
業
所
な
ど
の
協
力
を
得

て
、
２
２
０
カ
所
に
募
金
箱

を
設
置
し
た
。

常
任
委
員
会
審
査

Ｑ
＆

Ａ
　
　

本
年
度
は
冬
の
使
用
だ

け
に
な
る
が
、
来
年
度
、
県

に
お
い
て
夏
ス
キ
ー
が
で
き

る
よ
う
整
備
す
る
方
針
が
あ

り
、
年
間
を
通
じ
た
利
用
が

見
込
め
る
と
考
え
る
。

　
　

施
設
の
管
理
運
営
の
委

託
先
に
つ
い
て
は
、
六
呂
師

地
区
に
あ
る
ほ
か
の
施
設
で

の
管
理
運
営
面
で
の
反
省
点

を
踏
ま
え
て
、
慎
重
に
選
定

す
べ
き
で
あ
る
が
、
考
え
方

は
。

　
　

六
呂
師
地
区
の
新
た
な

ス
タ
ー
ト
と
な
る
た
め
、
施

設
管
理
の
委
託
先
に
つ
い
て

は
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
　

う
ら
ら
館
の
再
開
に
向

け
、
改
修
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
駐
車
場
の
舗
装
の
割

れ
目
か
ら
雑
草
が
生
え
て
お

り
、
高
原
の
景
観
を
損
ね
て

い
る
。
何
か
対
策
は
考
え
て

い
る
か
。

　
　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
ま
で
に
は
、
あ
る
程
度
対

応
し
て
い
き
た
い
。
来
年
度

以
降
、
駐
車
場
の
整
備
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

重
点
道
の
駅

　

指
定
管
理
予
定
者
の
選
定  

　
　

重
点
道
の
駅
「（
仮
称
）

結
の
故
郷
」
の
指
定
管
理
予

定
者
の
選
定
に
か
か
る
費
用

が
補
正
予
算
で
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
今
後
、
選
定
ま
で

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　

本
年
12
月
か
ら
１
月
に

か
け
、
募
集
を
行
い
、
１
月

下
旬
に
１
次
審
査
を
、
２
月

中
旬
に
２
次
審
査
を
行
い
、

決
定
し
た
い
。

　
　

供
用
開
始
に
向
け
た
新

商
品
の
開
発
な
ど
の
取
り
組

み
状
況
は
。

　
　

重
点
道
の
駅
に
限
ら
ず
、

市
内
へ
の
観
光
入
り
込
み
数

が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

新
商
品
を
開
発
し
、
市
内
で

の
収
益
性
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
は
重
要
と
考
え
、
現
在
、

越
前
お
お
の
雇
用
創
造
推
進

協
議
会
に
お
い
て
検
討
を
進

め
て
い
る
。

▼
民
生
環
境

　（
山
崎
委
員
長
、堀
田
副
委
員
長

　
兼
井
、
宮
澤
、
髙
田
、
野
村
）

国
民
健
康
保
険
制
度
改
革

　
　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、

ど
う
変
わ
る
の
か
。

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ Ａ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

ＡＱ

ＱＡ Ａ

ＡＱＡＱ

Ｑ

Ｑ

ＡＱ

水
の
精
「
み
ず
の
め
ぐ
み
ん
」
の

プ
レ
ー
ト
を
取
り
付
け
た
募
金
箱

ＡＱ

Ｑ

ＱＡ
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難
者
を
、
市
内
11
カ
所
の
施

設
に
お
い
て
、
万
全
の
態
勢

で
迎
え
る
た
め
に
は
、
平
常

時
に
お
け
る
市
民
へ
の
周
知
、

そ
し
て
有
事
の
際
の
協
力
を

お
願
い
す
る
こ
と
が
大
切
で

な
い
か
。

　
　

こ
の
訓
練
の
教
訓
を
踏

ま
え
、
富
田
地
区
、
上
庄
地

区
な
ど
、
避
難
施
設
の
あ
る

地
区
へ
の
説
明
の
機
会
を
設

け
た
い
。

が
始
ま
る
。

　
　

移
行
に
向
け
た
今
後
の

予
定
は
。

　
　

家
事
援
助
員
の
養
成
講

座
の
実
施
、
指
定
事
業
者
説

明
会
、事
業
者
指
定
を
行
う
。

▼
総
務
文
教

　（
畑
中
委
員
長
、葊
田
副
委
員
長

　
砂
子
、
島
口
、
髙
岡
、
松
田
）

小
中
学
校
再
編
計
画
（
案
）   

　
　

な
ぜ
、
急
ぐ
中
学
校
の

再
編
が
７
年
も
先
な
の
か
。

　
　

中
学
校
再
編
時
期
に
、

生
徒
数
６
８
８
人
と
推
計
。

人
口
動
態
か
ら
、
近
い
う
ち

に
同
じ
課
題
に
直
面
し
、
再

々
編
の
可
能
性
が
あ
る
。
素

案
よ
り
時
期
は
遅
れ
る
が
、

一
度
に
１
校
に
す
る
。

　
　

中
学
校
１
校
に
疑
問
。

小
中
一
貫
２
校（
小
２
校
、中

２
校
）で
い
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

小
中
一
貫
教
育
の
理
想

は
、
併
設
又
は
隣
接
が
望
ま

し
い
。
小
学
校
６
０
０
人
、

中
学
校
３
０
０
人
と
な
る
と
、

広
大
な
敷
地
が
必
要
。
現
在

の
敷
地
で
は
十
分
機
能
で
き

　
　

出
会
い
の
イ
ベ
ン
ト
回

数
を
増
や
す
こ
と
や
カ
ッ
プ

ル
に
な
っ
た
後
に
、
専
門
的

な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
依
頼
し
た

ら
ど
う
か
。

　
　

事
業
全
体
を
検
討
し
た

い
。

介
護
予
防
・ 

　

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業 

　
　

介
護
保
険
法
の
改
正
で

ど
う
変
わ
る
の
か
。

　
　

全
国
一
律
の
保
険
給
付

事
業
で
あ
っ
た
要
支
援
１
・

２
の
方
が
利
用
す
る
訪
問
介

護
及
び
通
所
介
護
は
、
市
町

が
取
り
組
む
地
域
支
援
事
業
、

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
に
移
行
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
　

移
行
の
時
期
は
。

　
　

来
年
４
月
で
あ
る
。

　
　

移
行
後
の
サ
ー
ビ
ス
の

内
容
は
。

　
　

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

現
行
の
訪
問
介
護
相
当
の
サ

ー
ビ
ス
に
加
え
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
、
市
が
実
施
す
る
養
成
講

座
を
受
講
し
た
方
が
家
事
援

助
を
行
う
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

な
い
の
で
、
現
実
的
に
は
困

難
と
判
断
し
た
。

　
　

中
学
校
１
校
な
ら
、
小

学
校
も
１
校
と
し
な
い
の
は

な
ぜ
か
。

　
　

１
０
０
０
人
を
超
え
る

小
学
校
は
、
１
学
年
４
～
５

ク
ラ
ス
と
な
り
、
規
模
が
大

き
す
ぎ
る
。

　
　

質
問
へ
の
回
答
に
当
た

っ
て
は
、
客
観
的
な
デ
ー
タ

を
基
に
説
明
し
な
け
れ
ば
、

納
得
を
得
る
こ
と
は
難
し
い

の
で
は
。

　
　

必
要
な
こ
と
だ
と
思
う
。

　
　

現
在
の
生
徒
の
た
め
に
、

現
存
の
校
舎
を
利
用
し
て
２

校
に
再
編
す
る
の
な
ら
ば
、

す
ぐ
に
で
も
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。
計
画
案
は
、
ベ
ス

ト
な
方
策
だ
と
の
説
明
で
あ

る
が
、
今
あ
る
も
の
を
活
用

し
た
ベ
タ
ー
な
方
策
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

　
　

意
見
の
一
つ
と
し
て
、

お
聞
き
し
て
お
く
。 

福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
の

　
　
　

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
競
技

　
　

総
合
開
会
式
と
同
日
に

実
施
さ
れ
、
多
く
の
通
行
規

制
が
行
わ
れ
る
予
定
だ
が
、

十
分
な
警
察
官
の
確
保
を
行

え
る
の
か
。

　
　

警
察
と
は
人
員
確
保
に

向
け
て
調
整
し
て
お
り
、
信

号
機
は
警
察
が
停
止
す
る
こ

と
に
な
る
。 

福
井
県
原
子
力
防
災
訓
練 

　
　

８
月
28
日
に
、
美
浜
町

か
ら
77
人
の
方
が
、
本
市
で

の
避
難
施
設
で
あ
る
富
田
公

民
館
ま
で
避
難
さ
れ
た
。
避

Ａ

Ａ

Ａ

Ｑ

ＱＱ

Ａ

ＱＡ

Ａ

ＡＱ

Ｑ

ＱＡ

8月28日の原子力防災訓練の模様

Ｑ

ＱＡ

ＡＡ Ｑ

Ａ

請願書・陳情書の提出方法

　どなたでも、市政についての希望などを、請願書や陳情書とし
て市議会に提出することができます。請願書・陳情書ともに様式
に特別の定めはありません。定例会初日の午後５時までに提出し
ますと、その定例会で審議することとなっています。
　次の事項を記載して、持参の上、提出してください。
①請願・陳情の趣旨（具体的に）
②提出年月日、提出者の住所・氏名（押印必要）
③請願書の場合は、紹介議員の署名（１人でよい）

Ｑ ＱＡ

●委員会も傍聴できます！  
　常任及び特別委員会は申し出により傍聴することができます。
　傍聴の申し出書は、議会開会日から受け付けますので、議会事
務局までお申し出ください。なお、入室できる人数に限りがある
ため、先着順で受け付けを締め切らせていただく場合があります。
　申し出書は自署された場合、押印は不要です。 

●インターネット放映 
　本会議の模様をインターネットで録画配信しています。大野市
のホームページからアクセスできますので、ぜひご覧ください。
　ただし、閲覧の前には、免責事項をよくお読みいただきますよ
うお願いします。特にスマートフォンによる視聴は、パケット通
信料定額制の加入契約をしていない場合、通信事業者から高額な
料金請求がくる場合がありますのでご注意ください。

Ａ Ｑ
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▼
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会 

　

９
月
29
日
・
30
日
に
実
施
。

　

長
野
県
松
川
町
で
は
、
紙

面
レ
イ
ア
ウ
ト
の
工
夫
点
な

ど
を
研
修
し
ま
し
た
。

　

同
町
の
議
会
だ
よ
り
は
、

平
成
27
年
度
の
町
村
議
会
広

報
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、

企
画
・
構
成
部
門
の
奨
励
賞

を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

効
果
的
に
見
出
し
と
写
真

が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
読
み

や
す
く
、
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ

る
紙
面
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
、
先

進
地
の
技
術
を
参
考
に
し
、

読
み
や
す
さ
や
訴
求
力
を
高

め
る
た
め
、
改
善
に
改
善
を

重
ね
て
き
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
議
会
だ
よ
り
モ
ニ

タ
ー
制
度
を
行
っ
て
お
り
、

町
民
の
意
見
に
沿
っ
た
改
善

に
努
め
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。

　

長
野
県
駒
ヶ
根
市
で
は
、

広
報
広
聴
委
員
会
の
役
割
な

▼
中
部
縦
貫
自
動
車
道
等

　
　
　

幹
線
道
路
整
備
促
進 

　（
島
口
委
員
長
、藤
堂
副
委
員
長

　
榮
、畑
中
、梅
林
、松
田
、山
崎
、

　
葊
田
）

中
部
縦
貫
自
動
車
道  

　

大
野
・
大
野
東
間
に
つ
い

て
は
、
道
路
整
備
に
よ
っ
て

多
く
の
ほ
場
が
分
断
さ
れ
る

た
め
、
用
排
水
路
や
農
道
等

の
機
能
回
復
工
事
に
つ
い
て

は
、
地
権
者
や
耕
作
者
等
の

意
見
を
十
分
に
く
み
上
げ
、

整
備
後
、
耕
作
に
支
障
を
来

た
さ
な
い
よ
う
、
国
に
対
し

働
き
掛
け
を
さ
れ
た
い
。 

国
道
１
５
８
号 

　

境
寺
・
計
石
バ
イ
パ
ス
に

つ
い
て
、
橋
梁
や
道
路
法
面

の
詳
細
設
計
や
用
地
補
償
に

向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
と
の
こ
と
。
一
日
も
早

い
開
通
を
目
指
し
て
、
引
き

続
き
福
井
市
と
連
携
し
整
備

促
進
に
努
め
ら
れ
た
い
。 

国
道
１
５
７
号
大
野
バ
イ
パ
ス 

　

９
月
29
日
中
保
・
吉
区
間

の
供
用
開
始
に
よ
っ
て
、
本

バ
イ
パ
ス
が
全
線
開
通
す
る

こ
と
と
な
る
。
今
後
、
中
部

縦
貫
自
動
車
道
大
野
イ
ン
タ

ー
か
ら
の
来
訪
者
を
中
心
市

街
地
へ
誘
導
す
る
ア
ク
セ
ス

道
路
と
し
て
、
ま
た
市
民
の

緊
急
医
療
の
重
要
ル
ー
ト
と

し
て
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
た
び
の
全
線
開

通
に
は
、
県
を
は
じ
め
理
事

者
の
ご
尽
力
に
感
謝
し
た
い
。

　

一
方
で
、本
バ
イ
パ
ス
は
、

児
童
の
通
学
路
に
な
っ
て
お

り
、
適
切
な
歩
道
除
雪
な
ど

通
学
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
、

県
へ
要
望
い
た
だ
き
た
い
。

大
野
市
重
点
道
の
駅

　
　
　
「（
仮
称
）結
の
故
郷
」

　

来
年
２
月
末
ま
で
に
決
定

さ
れ
る
指
定
管
理
予
定
者
に

つ
い
て
は
、
そ
の
経
営
能
力

を
活
用
し
た
運
営
や
維
持
管

理
コ
ス
ト
の
削
減
を
施
設
設

計
に
反
映
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
本
「
道
の
駅
」
は

　
「
ま
る
ご
と
道
の
駅
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
核
と
な
る
施
設
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
市
内
回
遊
性

の
向
上
対
策
に
も
ご
尽
力
い

た
だ
く
必
要
が
あ
る
。
よ
っ

て
、そ
の
選
定
に
つ
い
て
は
、

特
に
慎
重
を
期
さ
れ
た
い
。

▼
人
口
減
少
・
若
者
定
住
対
策

　（
永
田
委
員
長
、髙
田
副
委
員
長

　
砂
子
、
兼
井
、
松
原
、
宮
澤
、

　
野
村
、
堀
田
）

　

大
野
市
総
合
戦
略
の
四
つ

の
柱
の
う
ち
、
３
番
目
の
柱

で
あ
る「
若
い
世
代
の
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か

な
え
る
」
に
関
連
す
る
事
業

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

（
各
委
員
か
ら
の
主
な
意
見
） 

・「
婚
活
力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

事
業
」
に
参
加
し
、
実
際
に

結
婚
に
至
っ
た
方
は
、
事
業

開
始
の
平
成
25
年
度
か
ら
昨

年
度
末
ま
で
の
３
年
間
で
４

組
と
の
こ
と
。
実
績
を
上
げ

て
い
る
他
自
治
体
の
施
策
も

参
考
に
し
て
、
今
後
の
事
業

内
容
を
検
討
さ
れ
た
い
。

・
大
野
市
小
中
学
校
再
編
計

画
（
案
）
に
沿
っ
て
、
仮
に

今
後
、
学
校
再
編
が
行
わ
れ

た
場
合
、
子
育
て
支
援
に
関

す
る
各
種
の
施
策
の
見
直
し

が
必
要
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
部
局
を
超
え
た
横

の
連
携
を
密
に
し
、
子
育
て

支
援
施
策
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
を
、
学
校
再
編
と
並
行
し

て
明
ら
か
に
し
、
児
童
・
生

徒
の
安
全
と
、
子
育
て
世
代

の
安
心
を
確
保
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

・「
子
育
て
支
援
」に
関
す
る

相
談
窓
口
に
つ
い
て
は
、
育

児
相
談
は
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
と
保
健
セ
ン
タ
ー

を
、
児
童
虐
待
に
関
す
る
相

談
は
、
福
祉
こ
ど
も
課
と
児

童
相
談
所
を
、
市
民
に
対
し

て
紹
介
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

相
談
の
内
容
は
、
児
童
の

命
に
関
わ
る
場
合
も
あ
る
の

で
、
他
の
関
係
機
関
と
も
連

携
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
窓
口

の
情
報
の
一
元
化
に
努
め
、

特
別
委
員
会

報
告

松川町での研修の模様

国土交通省事務次官室での要望 

ど
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
、
議
会
だ
よ

り
の
編
集
だ
け
で
な
く
、
市

民
と
の
意
見
交
換
会
の
企
画

と
実
施
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

意
見
交
換
で
市
民
か
ら
出

さ
れ
た
重
要
な
意
見
を
各
委

員
会
で
取
り
上
げ
、
そ
の
意

見
に
対
す
る
解
決
策
や
方
向

性
を
継
続
し
て
協
議
す
る
仕

組
み
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
編
集
作
業
が
効
率

化
さ
れ
て
お
り
、
定
例
会
閉

会
か
ら
発
行
ま
で
の
期
間
が

短
く
、
迅
速
な
情
報
発
信
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。

　

今
後
、
本
研
修
で
得
た
成

果
を
紙
面
改
善
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
委
員
会
で
の
議
論

を
深
め
て
い
き
ま
す
。

委
員
会

視
察
レ
ポ
ー
ト

児
童
の
安
全
・
安
心
を
確
保

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

中
部
縦
貫
自
動
車
道
等
幹

線
道
路
整
備
促
進
特
別
委
員

会
が
、
７
月
28
日
・
29
日
、

市
長
、
議
長
と
共
に
、
国
土

交
通
省
や
県
選
出
国
会
議
員

な
ど
を
訪
問
し
、
中
部
縦
貫

自
動
車
道
の
早
期
開
通
と
予

算
確
保
に
関
す
る
要
望
及
び

重
点
道
の
駅
「（
仮
称
）結
の

故
郷
」
整
備
の
各
種
支
援
へ

の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

要
望
活
動
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議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　

委
員　

梅
林　

厚
子

　
　
　
　
　

堀
田　

昭
一

　
　
　
　
　

野
村　

勝
人

　
　
　
　
　

川
端　

義
秀

　
　
　
　
　

藤
堂　

勝
義

編
集
後
記

※
次
回
は
、
１
月
下
旬
の
発

行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
、
地
方
議
会
が
ど
う
あ
る

べ
き
か
問
わ
れ
て
い
る
。

　

都
議
会
の
責
任
問
題
、
市
議

会
政
務
活
動
費
の
問
題
。

　

一
部
の
者
の
こ
と
で
、
誠
実

に
政
治
活
動
を
行
っ
て
い
る
者

か
ら
す
れ
ば
迷
惑
な
こ
と
で
あ

る
。
さ
ら
に
そ
こ
に
納
税
者
で

あ
り
、
主
権
者
で
あ
る
住
民
尊

重
の
思
考
が
乏
し
い
こ
と
が
残

念
で
な
ら
な
い
。

　

慣
例
や
先
例
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
社
会
か
ら
市
民
か

ら
求
め
ら
れ
る
政
治
を
目
指
し
、

長
期
間
を
か
け
て
制
定
し
た
大

野
市
議
会
の
最
高
規
範
で
あ
る

　
「
議
会
基
本
条
例
」
に
今
一
度

学
び
た
い
。

　

本
市
で
は
「
学
校
再
編
計
画

（
案
）」
の
説
明
会
が
行
わ
れ
て

い
る
。
政
治
に
正
論
は
な
い
と

言
わ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ

し
っ
か
り
と
し
た
議
論
を
重
ね
、

そ
の
上
で
の
合
意
が
求
め
ら
れ

る
。

　「
銀
も
金
も
玉
も
何
せ
む
に
ま

さ
れ
る
宝
子
に
し
か
め
や
も
」

　
　
　
　
（
座
長　

梅
林
厚
子
）

　子ども議員の質問内容は、学校生活や通学にお
いて日頃感じる身近な疑問点のほか、福井しあわ
せ元気国体・大会での防犯やバリアフリー対策を
問うもの、赤ちゃんを産む病院がないことと子ど
もを産まないことの関係を聞くもの、天空の城越
前大野城を活用したＰＲの提案、まちのにぎわい
を取り戻すための方策を問うもの、結の故郷のブ
ランドキャッチコピーに感じる疑問点など、幅広
いものでした。
　最後に髙岡議長が「大人以上の質問があり、勉
強をされていると感じた」「今日、議場で体験され
たことを心にとめておいてほしい」と講評を行い
ました。
　なお、子ども議会の会議録は、大野市のホーム
ページで公開しています。

小
学
生
の
提
案
や
質
問
に
対
し
、
市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
が
答
弁

副議長　木間　来実さん 
（上庄）

議長　高村あかりさん
（乾側）

電子採決システムで会期を決定 

　

第
２
回
目
と
な
る
大
野
市
子
ど
も
議
会
を
８
月
24
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
内
10
小
学
校
か
ら
１
人
ず
つ
の
子
ど
も
議
員
が
選
出
さ
れ
、
実
施
。
正
副
議
長
、
会
議
録
署
名

議
員
、
市
民
憲
章
と
教
育
理
念
の
首
唱
者
を
決
定
し
、
実
際
の
議
会
と
同
じ
運
営
を
体
験
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
て
の
子
ど
も
議
員
が
、
市
の
行
政
に
対
し
、
疑
問
に
感
じ
て
い
る
こ
と
や
市
の
将
来
な

ど
に
つ
い
て
、
大
人
顔
負
け
の
質
問
や
提
案
を
行
い
、
市
長
、
副
市
長
、
そ
し
て
教
育
長
が
真
剣
に

答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

　

答
弁
に
対
す
る
再
質
問
も
出
さ
れ
、
答
弁
者
が
慌
て
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

木下結希乃さん
（富田） 

村下　佳穂さん
（有終東）

山﨑　正一さん
（有終南）

岡本　敦樹さん
（下庄）

福田ちひろさん
 （阪谷）

村田　湧豊さん
（小山）

村松　太郎さん
 （和泉）

田中　千大さん
（有終西） 

第２回大野市子ども議会を開催！ 


